
 

議

案

第

六

十

八

号 

 
 

 

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

及

び

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正 
 

 
 

 
 

 
す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

令

和

元

年

九

月

十

二

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

及

び

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正 
 

 
 

 
 

 

す

る

条

例 

（

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

一

条 

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

二

十

六

年

港

区

条

例

第

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

一

条

第

二

項

中

「

教

育

公

務

員

特

例

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

一

号

）

第

二

条

第

一

項

に

定

め

る

教

育

公

務

員

（

区

立

幼

稚

園

の

園

長

及

び

教

員

に

限

る

。

）

」

を

「

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

各

号

を

加

え

る

。 

 
 

一 

教

育

公

務

員

特

例

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

一

号

）

第

二

条

第

一

項

に

定

め

る

教

育

公

務

員

（

区



 

立

幼

稚

園

の

園

長

、

副

園

長

、

教

諭

及

び

養

護

教

諭

に

限

る

。

） 

 
 

二 

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

会

計

年

度

任

用

職

員

（

教

育

公

務

員

特

例

法

第

二

条

第

一

項

に

定

め

る

教

育

公

務

員

の

う

ち

、

区

立

幼

稚

園

、

小

学

校

及

び

中

学

校

の

講

師

を

含

む

。

） 

 
 

第

六

条

第

八

項

中

「

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

」

を

削

る

。 

 
 

第

十

九

条

の

見

出

し

中

「

臨

時

職

員

」

を

「

育

児

休

業

に

伴

い

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

」

を

「

育

児

休

業

法

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

（

常

時

勤

務

を

要

す

る

も

の

を

除

く

。

）

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

に

」

を

「

同

項

に

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

二

十

一

条

第

一

項

中

「

、

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

同

法

第

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

」

を

削

る

。 

 
 

第

二

十

一

条

の

二

第

二

号

中

「

（

同

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

失

職

し

た

職

員

を

除

く

。

）

」

を 

 

削

り

、

同

条

第

三

号

及

び

第

四

号

中

「

禁

錮

」

を

「

禁

錮

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

二

十

一

条

の

四

第

一

項

中

「

、

若

し

く

は

地

方

公

務

員

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

同

法

第

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

」

を

削

る

。 

 
 

第

二

十

一

条

の

五

第

二

項

中

「

、

第

十

一

条

の

三

及

び

次

条

」

を

「

及

び

第

十

一

条

の

三

」

に

改

め

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

こ  



 

 

３ 

第

六

条

第

二

項

か

ら

第

六

項

ま

で

の

規

定

は

、

臨

時

的

に

任

用

さ

れ

る

職

員

に

は

適

用

し

な

い

。 
（

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

第

二

条 
港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

二

年

港

区

条

例

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

中

「

区

に

常

時

勤

務

す

る

職

員

」

を

「

常

時

勤

務

に

服

す

る

こ

と

を

要

す

る

職

員

（

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

二

十

八

条

の

四

第

一

項

又

は

第

二

十

八

条

の

六

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

採

用

さ

れ

た

職

員

を

除

く

。

）

」

に

、

「

掲

げ

る

者

」

を

「

掲

げ

る

職

員

」

に

改

め

、

同

条

第

一

号

中

「

（

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

二

十

八

条

の

四

第

一

項

、

第

二

十

八

条

の

五

第

一

項

又

は

第

二

十

八

条

の

六

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

採

用

さ

れ

た

職

員

を

除

く

。

）

」

を

削

り

、

同

条

第

二

号

を

削

り

、

同

条

第

三

号

を

同

条

第

二

号

と

し

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 

２ 

常

時

勤

務

に

服

す

る

こ

と

を

要

し

な

い

職

員

の

う

ち

、

常

時

勤

務

に

服

す

る

こ

と

を

要

す

る

職

員

に

つ

い

て

定

め

ら

れ

て

い

る

勤

務

時

間

以

上

勤

務

し

た

日

が

十

八

日

以

上

あ

る

月

が

引

き

続

い

て

六

月

を

超

え

る

に

至

つ

た

も

の

で

、

そ

の

超

え

る

に

至

つ

た

日

以

後

引

き

続

き

当

該

勤

務

時

間

に

よ

り

勤

務

す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

も

の

は

、

前

項

の

退

職

手

当

の

支

給

を

受

け

る

者

と

み

な

す

。

た

だ

し

、

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

の

二

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

職

員

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

 
 

第

十

一

条

第

五

項

中

「

職

員

（

」

の

下

に

「

区

規

則

で

定

め

る

者

を

除

く

。

」

を

加

え

、

同

条

第

八

項

中



 

「

第

五

項

」

を

「

第

六

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

九

項

と

し

、

同

条

第

七

項

を

同

条

第

八

項

と

し

、

同

条

第

六

項

を

同

条

第

七

項

と

し

、

同

条

第

五

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

 

６ 
港

区

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

（

令

和

元

年

港

区

条

例

第 
 

号

）

第

二

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

以

下

「

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

」

と

い

う

。

）

が

退

職

し

た

場

合

（

第

十

六

条

第

一

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

）

に

お

い

て

、

そ

の

者

が

退

職

の

日

又

は

そ

の

翌

日

に

再

び

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

つ

た

と

き

は

、

第

三

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

退

職

手

当

の

算

定

の

基

礎

と

な

る

勤

続

期

間

の

計

算

は

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

の

引

き

続

い

た

在

職

期

間

に

よ

る

も

の

と

し

、

当

該

在

職

期

間

の

計

算

は

、

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

な

つ

た

日

の

属

す

る

月

か

ら

退

職

し

た

日

の

属

す

る

月

ま

で

の

月

数

に

よ

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

第

十

六

条

第

一

項

第

二

号

中

「

（

同

法

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

す

る

場

合

を

除

く

。

）

」

を

削

る

。 

 
 

 

付 

則 

（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

一 

第

一

条

中

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

、

第

二

十

一

条

の

二

第

二

号

か

ら

第

四

号

ま

で

及

び

第

二

十

一

条

の

四

第

一

項

の

改

正

規

定

並

び

に

第

二

条

中

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

十

六

条

第

一

項

第

二

号

の

改

正

規

定

並

び

に

次

項

の

規

定 

令

和

元

年

十

二

月

十

四

日 



 

 

二 

第

一

条

（

前

号

に

掲

げ

る

改

正

規

定

を

除

く

。

）

及

び

第

二

条

（

同

号

に

掲

げ

る

改

正

規

定

を

除

く 

の

規

定

並

び

に

付

則

第

三

項

の

規

定 

令

和

二

年

四

月

一

日 

（

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

に

伴

う

経

過

措

置

） 

２ 

前

項

第

一

号

に

掲

げ

る

規

定

の

施

行

の

日

前

に

、

成

年

被

後

見

人

等

の

権

利

の

制

限

に

係

る

措

置

の

適

正

化

等

を

図

る

た

め

の

関

係

法

律

の

整

備

に

関

す

る

法

律

（

令

和

元

年

法

律

第

三

十

七

号

）

第

四

十

四

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

）

第

十

六

条

第

一

号

に

該

当

し

て

同

法

第

二

十

八

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

失

職

し

た

職

員

に

係

る

期

末

手

当

及

び

勤

勉

手

当

の

支

給

に

つ

い

て

は

、

第

一

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

、

第

二

十

一

条

の

二

第

二

号

及

び

第

二

十

一

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

（

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

に

伴

う

経

過

措

置

） 

３ 

第

二

条

の

規

定

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

第

二

条

及

び

第

十

一

条

第

五

項

の

規

定

は

、

付

則

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

規

定

の

施

行

の

日

以

後

の

退

職

に

係

る

退

職

手

当

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

の

退

職

に

係

る

退

職

手

当

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

（

説 

明

） 

 

成

年

被

後

見

人

等

の

権

利

の

制

限

に

係

る

措

置

の

適

正

化

等

を

図

る

た

め

の

関

係

法

律

の

整

備

に

関

す

る

法

律

（

令

和

元

年

法

律

第

三

十

七

号

）

の

施

行

に

よ

る

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号 

の

一

部

改

正

に

よ

り

、

地

方

公

務

員

の

欠

格

条

項

か

ら

成

年

被

後

見

人

等

の

規

定

が

削

除

さ

れ

る

ほ

か

、

地

方 。

） 

 

） 



 

公

務

員

法

及

び

地

方

自

治

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

平

成

二

十

九

年

法

律

第

二

十

九

号

）

の

施

行

に

よ

る

地

方

公

務

員

法

の

一

部

改

正

に

よ

り

、

会

計

年

度

任

用

職

員

制

度

の

導

入

及

び

臨

時

的

任

用

職

員

の

任

用

要

件

の

厳

格

化

に

伴

い

、

規

定

を

整

備

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


